






































































市場経済導入のもとで「白由市場」が再開された1~79年から91年までの第 2 期は. i計画・市場の併存す
る流通システムーとして位置づけられている。需給斉合が計凶だけでなく，市場によっても調整されるこ
とによって，流通システムは以前より効率的になった。しかし，市場経済のさらなる発展は，消費者需要
と供給の双)jの多様化を促進した結果，話給の組曲Eを引き起こした。加えて計画と市場の「併存」は，か
えって財政赤字を増大させる側面もあり，上海市政府は全耐的な流通自由化に踏みきらざるを得なくなっ
fこ。
92年以降の第3期は， I市場流通システム」がふー格的に導入された時期であり.本論で最も詳細に分析さ
れている部分である。この時期. ヒ海市では経済発展とともに都市化が進み，野菜に関する需給のバラン
スが1mれ.価格が急騰した。これに対して.市政附は域内産地を都市郊外部で確保しようとした。流通の
自由化のもとで農民は販売問題に直面する-方，卸売段附では多様な主体による卸売市場の建設が行われ.
集荷競争各通じて市場の供給不足問題は緩和されたじ小売段階では，品揃え，鮮度，柔軟な{lj格設定など
? ?? ?
の面で白山市場が国首小売庖を凌駕したが，信用.衛生面での問題を抱えており，市政府は近代的なスー
バーマーケットの発展を促進しようとした。しかし，その発展は流通技術・流通基盤を必要とし，既存の
卸売業の規模や機能面での遅れによって発展が妨げられているo
以上の分析は，論者が現地で入手した資料や相当者のヒアリングを通じて明らかにされている。また計
画体制に市場経済が導入された「過渡期」を対象としたことによって，市場システムのI'J滑な運営にとっ
て前提となる流通インフラや商業活動の重要性が明らかになるとともに，政府が流通システムの発展を意
図的に促進しようとしても，流通の各段階の機能的相互正依存性のために，一つでもボトルネックがあると.
全体のシステムが機能しないことなどが，あらためて確認された。第 l捌から第2期への移行と第2別か
ら第3期への移行を需要の多様化への対応という同じ論埋で l分説明できるかとの評価もあり得るが，流
通理論を野菜流通システムの発毘過程の分析に「適用」しながらヒ述の 3つの流通システムを抽出しそ
れぞれの特徴を浮きぼりにしようとした本論文の野心的な試みはほぼ成功しており， よって審査委員会は
博1:(商学)の学的授与に相応しい業績と認める。
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